個別機能訓練計画書の書き方と記入例 2026年版
LIFE対応・デイサービス向け
■ 基本情報
	利用者氏名
	山田 花子
	作成日
	2026年6月7日

	機能訓練指導員
	○○
	算定区分
	加算Ⅰ・Ⅱ


■ 長期目標の記入例
	項目
	記入欄

	生活上の目標
	6か月後、自分でトイレに行ける

	機能的な目標
	下肢筋力が向上し立位保持が安定する


■ 短期目標の記入例
	項目
	記入欄

	3か月後の目標
	手すり伝いで10m歩ける

	達成指標
	歩行距離・立ち上がり回数で評価


■ 訓練内容の記入例
	項目
	記入欄

	プログラム
	下肢筋力訓練・立ち上がり訓練・歩行訓練

	頻度・時間
	週2回・各20分

	評価方法
	3か月ごとにADL・体力測定


■ 記入のポイント
・目標は「生活上の目標」と「機能目標」の両方を書きます。
・目標は測定可能（いつまでに何ができる）に記載します。
・加算ⅡはLIFEへのデータ提出が必要です。
■ 根拠・関連様式
・3か月ごとの評価と計画見直しが算定要件です。
・関連様式：個別機能訓練計画書、機能訓練評価記録
■ 改訂履歴
	版
	改訂日
	改訂内容
	承認者

	1.0
	2026-06
	初版作成
	


ふくしの素材館  https://kaigo-sozai.com  ／ 参考様式・各施設の実情に合わせて編集してください




